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公園のふるまい
•公園はどんな役割であれ⾃動的に果たさない。
→価値を安定させたり、近隣や地区を安定化させたりする✖

例 ①リッテンハウス広場・・・愛されて成功して多⽤される
②フランクリン広場・・・みすぼらしい利⽤者（犯罪✖）
③ワシントン広場・・・犯罪の巣窟
→都市公園の変わりやすい特徴



活気ある公園とそうでない公園の違い
活気ある公園・・・隣接する利⽤における機能の物理的な多様性、
利⽤者スケジュールの多様性

活気のない公園・・・主要な利⽤者はほぼ毎⽇同じ時間割

→活気づけるには、広範な機能のミックスが必要。
（例外）浮浪者



⼈気のない公園はどうするべきか
Q.位置、⼤きさ、形の⾯での不⼀致などでうまく機能しなかった
公園をどうするべきか。

A.⼗分に⼩さい場合・・・⽬に⼼地良いものとなる。

⼈々が通⾏しない場所にある場合・・・⽬的材に頼る。



公園のあり⽅
⼈々が魅⼒的だと思う近隣
→⼤きな魅⼒を追加する。
魅⼒的ではないと思う近隣
→公園によってさらに悪化（退屈さ、危険、空虚さをプラス）

都市が利⽤や利⽤者の⽇常的な多様性を街路でうまく混ぜるほど、
無意識に公園を活気づけて⽀援。



疑問
・公園は必要？
⼦供は街路で遊びたい（第４章）
成功例は少なく、失敗すれば浮浪者公園や犯罪の巣窟になる。
⽬的材のある公園を作るならそれに特化した施設を作った⽅が良
いのでは？


